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東 京 都 世田 谷 区 在 住 の 夫妻 の 生 活時 間 と 生 活 様式 －1990 年 生 活 時 間 調 査 か ら 一

第 １ 報　 調 査 対 象 と 調 査 の 概 要

○ 昭 和女 大 短 大　 天野 寛 子　 同 女 文 研　 伊 藤 セ ツ　 同 短 大　　 森 ま す 美　 瀬 沼 頼 子

日 本 女 子 大（非 ） 天 野 晴 子　 昭 和女 大( 院 ） 堀 内 か お る　 大 船 高 校（ 非 ） 井 野 上 員 弓

： 高 齢 社 会 の到 来 は、 国 や 自 治 体 ま た日 本 人 に 多 く の 問 題 を 提 起し、 す で に さ まざ

野 で 取 り 組 みが な さ れ て い る。 こ う し た問 題 の ー つ が 高 齢 期の 生 活 の 充 実 に か か わ

行 動 で あ る。 都 心 に 近 く 都内 で も 高齢 化が す す ん で い る 世 田 谷区 に 在 住 の 夫 妻 の 生

調 査 と ア ンケ ート 調 査 を 行 い、 生 活 行 動 の 様 式、 さ ら に そ れが 高 齢 期 に向 け て の 準

意 味 を も つ か、 余 暇 享 受 能 力 は 形 成さ れつ つ あ る か、 と い っ た観 点 から、 現 状 お よ

の 方 向 を 把握 す る こ と を 目 的 と する。 第1 報 で は、 調 査 対 象 の 特 徴 と 生 活 時 間 の 概

べ る。

： 調 査 日 は、1990 年9-10 月 の 平 日 ・ 土 曜 ・ 休日 の 各 １ 日 と し、 世 田 谷区 在 住 の 夫 妻

io 歳 以 上 の 単 身 者を 対 象 に 公 募 を 行 い、 調 査 協力 を 申し 出 た人 に 対 し て、 郵 送 留 置

式 で 生 活 時 間 お よ び ア ン ケ ー ト 調 査 を 実施 し、 郵 送 に よ り 回 収 し た。

： 夫 妻132 組 単 身 者34 人 計298 人 を 回 収 し た。 第１ 報 で は 夫 が 有 職 の 夫 妻110 組（220 人 ）

い て、 妻 の 職 の 有 無 ・ 勤 務 形 態 別 に 分 析

平 均 年 齢 夫47.7 蔵、 妻44.8 蔵、 平 均 世

員3  . 7人 で あ る。 結 果 の 一 部 を 表 に 示し た

は、 通 勤 時 間 が 短 く、 性 別 役 割 分 業 は 依

し て 続 い て い る が、 常 勤 の 妻 で は 平 ・ 土
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と も に 家 事的 生 活 時 間 より も 社 会 的

生 活 時 間 の 方 が 長 い こ と で あ る。

まH のホ森の* 沃時間( 重<<7・時間' ≫）
妻無職 妻パート 妻常勤
夫 妻 夫 妻 夫 妻

l£理的生mm 猫 15.30 lo.n 9.48 WM 10.20 9.51

政人万･m 間 10. ６ D.Og 10.49 5.27 5757 8.58

I事的生's狩麗 D.03 6.58 0.01 3.45 0.18 2.20

陸会的必 的里ss 匿 3. １ 6.15 3.22 i.U 3.25 2.5!

東 京 都世 田 谷区 在 住 の 夫 妻 の 生 活 時 間 と 生 活 様式 －1990 年 生 活 時 間 調 査 か ら 一

第 ２ 報　 趣 味 ・ ス ポ ーツ ・ 社 会 的 活 動 と 余暇 享 受 能 力

○ 昭 和 女 大 女文 研　 伊 藤 セ ヅ　 同 短 大　 天 野 寛 子　 森 ま す 美　 瀬 沼 頼 子

日 本 女 子 大（非 ） 天 野 晴 子　 昭 和女 大（ 院 ） 堀 内 か お る　 大 船 高 校（非 ） 井 野 上 員 弓

涯

用

人 生70 万 時 間 時 代 の 余 暇 の 使 い 方 が 生 涯生 活 設 計 と の か か わり で 問 題 に さ れ、 人

に わ たる 余 暇 享 受 能力 も 必 要 と さ れ る よう にな っ た。 本 報 で は 世田 谷 区 で の 調 査

い て 社 会 的 ・ 文 化的 生 活 時 間 の 分 析 を 試 み、 余 暇 享 受 能 力 形 成 の 条 件 を 考 察 す る

調 査 方 法、 調 査 対 象 の 特 徴 は、 第1  報 に同 じ。 生 活 時 間 調 査 に 付 帯し て、 総 務 庁

会 生 活 基 本 調 査 」の 項目 を も と に、 趣味48 項 目、 ス ポ ー ツ40 項 目、 社 会的 活 動20 項 目

げ、 そ れ ら へ の く か か わり の 状 況 ＞を 質 問 し、 夫 妻 別 に 時 間 要 因 を 考 慮し て 分 析し た

果 ： 社 会 的 ・ 文化 的 生 活 時 間 の 夫 妻 別 週 推 計 は

通り で あ る。 余暇 享 受 能 力 形 成 の 一 指 標で あ る

昧･ ス ポ ー ツ ・ 社 会 的 活 動 の 行 為 者 率 は、 調 査 日 ３

日 間 に そ れ ぞ れ、 夫,      56 % 、40% 、19% 、 妻、52 ％、

18 ％、34  % と、 妻 の ス ポ ー ツ 活 動 お よ び 夫 の 社 会 的 活

動 の 参 加 が 低い。 さ ら に、 現 在 楽 し んで い る 趣 味 ・ ス

ポ ー ツ の 種 類 は、 そ れ ぞ れ、 夫、8 、3 、 妻、8 、2 、 で

あ る が、 夫 の 場 合、 土 曜 日 が 休 み の 者 は、 そ れ ぞ れ9,

4. と な り、 か け る 時 間 も2-3 倍 に 増 え る。 ま た、 今 後

行 い たい 社 会的 活 動 で は、 夫 妻 と も に 地 球 自 然 環 境 を

守 る グ ル ープ へ の 参 加が 多い。

夫妻の社会的交化的生活時開 通推計(単位：時間 ，分
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